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香川県小豆島におけるスミウキゴリの確かな記録

国松翔太 1・福家悠介 2

Oshima (1977) reported “Ukigori” from Shodo Island, Kaga-
wa Prefecture, Japan. At that time, “Ukigori” included several 
species, such as Gymnogobius urotaenia, Gymnogobius petschil-
iensis, and Gymnogobius gymnogobius, making it unclear which 
specific species was referenced in the original report. Our in-
vestigation in Shodo Island resulted in the collection of a single 
specimen of G. petschiliensis in September 2024, providing the 
first definitive record of this species from the location.
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 Abstract

ウキゴリ属 Gymnogobius Gill, 1863 のうちウキゴリ

Gymnogobius urotaenia (Hilgendorf, 1879)，スミウキゴリ

Gymnogobius petschiliensis (Rendahl, 1924)，シマウキゴリ

Gymnogobius opperiens Stevenson, 2002の 3種はかつて分類

学的に混同されており，まとめて “ウキゴリ ”と称されて

いた．この “ウキゴリ ”には道津（1955）によって 2型存

在することが明らかとなり，ウキゴリ淡水型とウキゴリ

汽水型と呼称された．その後，中西（1976, 1978a, b）はさ

らにウキゴリ中流型を第 3の型として報告した．明仁親

王（1984b）はこれら 3型に和名を付与し，ウキゴリ淡水

型をウキゴリ，ウキゴリ汽水型をスミウキゴリ，ウキゴリ

中流型をシマウキゴリとした．また，Stevenson (2002)は

分類学的整理をおこない，ウキゴリとスミウキゴリに対応

する学名を整理するとともに，シマウキゴリを新種として

記載した．このような経緯から，1980年代前半以前の “ウ

キゴリ ”に関する記録にはウキゴリのみならずスミウキ

ゴリやシマウキゴリが含まれている可能性が高い（加藤，

2000；辻，2015）．

瀬戸内海沿岸地域ではウキゴリとスミウキゴリの生息

が知られている．しかし，四国のウキゴリの自然分布域に

関しては異なる見解が存在する．中西（1978b）による日

本全国で行われた分布調査では，ウキゴリは四国において

確認されず，スミウキゴリは四国太平洋側のみで確認さ

れた．ウキゴリの分布についてはこの見解にしたがった

と思われる文献が多数存在する（明仁親王，1984b；明仁

ほか，1993, 2000；石野，2001; Harada et al., 2002；鈴木ほ

か，2004；原田，2014など）．しかし，明仁ほか（2013）

ではウキゴリの分布域に四国が含まれており，都道府県単

位では，愛媛県と高知県ではウキゴリを移入種とみなす一

方，香川県と徳島県では在来と考えられている（佐藤ほか，

2001；清水，2004；辻，2015；高知県，2020）．スミウキ

ゴリは香川県を含む瀬戸内海側でも確認されており（金地

ほか，2021；安芸・安芸，2022など），四国瀬戸内海側は

在来分布域とみなされている（Harada et al., 2002）．

瀬戸内海東部に位置する香川県小豆島では，これまで

に複数の淡水魚類相調査が実施されてきた（須永ほか，

1972, 1987；尾島，1977；井藤・細谷，2013）．これらの調

査のうち，上記ウキゴリ類 3種のいずれかに該当すると考

えられる記録は尾島（1977）によって報告された ”ウキゴ

リ ”のみである．井藤・細谷（2013）はこの記録をウキゴ

リ G. urotaeniaとみなしたが，報告された年代から考える

と尾島（1977）の “ウキゴリ ”が G. urotaeniaである保証

はない．本研究では，2024年 9月に小豆島で実施した調

査においてスミウキゴリと同定される個体を得たため，こ

こに報告する．

材料と方法
標本は採集後，99.9%エタノール溶液で固定し，右胸

鰭切除後に 70%エタノール溶液中に保存した．右胸鰭は

99.9%エタノール溶液に保存し，第 2著者が保管している．

魚体の大きさは標準体長で示し，体長または SLと表記し
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た．計数・計測方法および頭部感覚器官の名称は明仁親王

（1984a）にしたがった．体各部の観察は実体顕微鏡下で，

計測はノギスを用いて 0.1 mm単位で行い，計測値は SL

に対する百分率で示した．本報告に用いた標本は京都大学

総合博物館（FAKU）に登録した．

Gymnogobius petschiliensis (Rendahl, 1924)

スミウキゴリ
（Fig. 1; Table 1）

標本　1標本（体長 59.1 mm）：FAKU 208282，香川県小

豆郡小豆島町吉田，吉田川（34°33′14.6″N 134°20′15.5″E），

2024年 9月 25日，福家悠介採集．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合は Table 1

に示した．体は細長い円筒形．胸鰭基底から尾鰭基底まで

小さな櫛鱗を被り，背部では第 1背鰭の前方まで広がる．

第 1背鰭より前方の鱗は正中線上で最も前方まで分布し，

左右の頭部感覚管開孔 G′を結ぶ線付近まで達する，頬部，

鰓蓋部に鱗はない．頭部は縦扁し，幅は高さよりも大きく，

吻部に膨らみがある．口は大きくやや上向きに位置し，下

顎が上顎よりやや前に突出する．上顎は眼窩の後縁を越え

て後方に伸びる．前眼肩甲管は眼窩後部を越えて延び，感

覚管開孔 C′, D, F, G′が左右で対となって開口する．左右の

感覚管開孔 Dは十分に離れている．後眼肩甲管および前

鰓蓋管はない．眼下には 4列の縦方向に配列された孔器が

あり，感覚管開孔 Fのすぐ背側に孔器が 1つある．2基の

Fig. 1. Gymnogobius petschiliensis from Shodo Island, Kagawa Prefecture, Japan (FAKU 208282, 59.1 mm SL). Black and white bars 
indicate 10 mm. A: lateral view of alive condition; B: lateral view of preserved specimen; C: dorsal view of preserved specimen; D: 
ventral view of preserved specimen.
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背鰭はほぼ同じ高さで分離している．臀鰭の起部は第 2背

鰭の第 3軟条直下に位置する．胸鰭は丸く，遊離軟条をも

たない．腹鰭は楕円形で，その長さは幅よりも長く，互い

に完全に癒合しており，1本の棘と 5本の軟条からなる．

腹膜の後縁はやや凹んでおり，棘の末端部分と第 1軟条の

間に小さな切れ込みがある．

色彩　アルコール保存下（Fig. 1A–C）―頭部と体は茶

色で，腹面に向かって黄色がかった白色になる．背面には

暗褐色の斑が広がり，体側では幅広い横帯を形成するが，

前部ではその輪郭は不明瞭で後方ほど明瞭になる．尾鰭基

底に明瞭なくさび形の暗色斑がある．体の腹面に暗色斑は

少なく，腹鰭にはない．第 1背鰭には暗い縁取りがあり，

その内側に無色の帯，さらに 3つの明瞭な横方向の波状暗

色帯がある．第 2背鰭，尾鰭，臀鰭には小さな暗色斑があ

るが，縁には斑がない．胸鰭は基底近くで密に斑がある．

分布　日本国内においては北海道日高地方から渡島半
島，青森県から九州南岸の日本海・東シナ海沿岸，瀬戸内

海沿岸，青森県から九州南岸の太平洋沿岸，種子島，およ

び屋久島から，国外においては朝鮮半島南岸，東岸，済州

島，河北省，および浙江省から記録されている（明仁ほか，

2013）．本種は四国では太平洋側に広く分布するが，瀬戸

内海側では稀である．以前は香川県には分布しないと考え

られていたが（中西，1978b；佐藤ほか，2001），近年複

数地点で確認されている（金地ほか，2021；安芸・安芸，

2022）．本研究により小豆島から本種が記録された．

生息状況　本研究で記載した個体を採集した環境では，
他に魚類のカワムツ Nipponocypris temminckii (Temminck 

and Schlegel, 1846)，ブルーギル Lepomis macrochirus Rafi-

nesque, 1819，十脚甲殻類のテナガエビ Macrobrachium 

nipponense (De Haan, 1849)，スジエビ Palaemon paucidens 

De Haan, 1844，ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta Stimp-

son, 1860，ヤマトヌマエビ C. multidentata Stimpson, 1860，

トゲナシヌマエビ C. typus H. Milne Edwards, 1837，シナ

ヌマエビ Neocaridina davidi (Bouvier, 1904)，ミナミヌマエ

ビ N. denticulata (De Haan, 1844)，およびヌマエビ Paratya 

compressa (De Haan, 1844)がみられた．

備考　検討標本は尾鰭基底に暗色斑があること，臀鰭
に小さな暗色斑が散在すること，および頭部感覚管開孔

G′をもつことが Shedko and Chereshnev (2005)の示すウキ

ゴリ属の亜属 Taranetziolaの特徴に一致した．さらに、第

1背鰭に波状の縦帯があり，後縁に黒色斑がないこと，お

よび感覚管開孔 Fのすぐ背側に孔器が 1つあることが

Stevenson (2002)で示されたスミウキゴリに一致したため

本種に同定された．本種のタイプ産地は中国河北省である

が，中国産の本種は日本産のものと比較して第 1背鰭鰭条

数や脊椎骨数が多いため，分類学的課題として指摘されて

いる（Stevenson, 2002）．本研究での検討標本は第 1背鰭

鰭条数が 6であり，Stevenson (2002)が報告した日本産の

モードに一致した．

Catalog number FAKU 208282
Sex Male
Standard length (SL; mm) 59.1
Counts

First dorsal-fin rays VI
Second dorsal-fin rays I, 10
Anal-fin rays I, 10
Pectoral-fin rays 20
Longitudinal scale rows 65
Transverse scale rows 20
Pre-dorsal-fin scale rows 29

Measurements (% SL)
Head length (HL) 31.1
Pre-dorsal-fin length 39.9
Snout to 2nd dorsal-fin origin 62.3
Snout to anus 58.9
Snout to anal-fin origin 62.6
Pre-pelvic-fin length 29.4
Caudal-peduncle length 21.5
Caudal-peduncle depth 12.7
1st dorsal-fin base length 13.2
Length of longest D2 ray 15.9
Caudal-fin length 21.5
Pectoral-fin length 23.2
Pelvic-fin length 16.2
Body depth of pelvic-fin origin 15.6
Body depth of anal-fin origin 16.1
Body width of anal-fin origin 8.0
Pelvic-fin origin to anus 27.6

Measurements (% HL)
Snout length 9.8
Eye diameter 7.4
Postorbital length 15.7
Head width in upper gill opening 13.9
Head width in maximum 15.7
Head depth in maximum 14.7
Bony interorbital width 7.8
Upper-jaw length 14.0

Table. 1. Counts and proportional measurements of specimen of 
Gymnogobius petschiliensis.

Fig. 2. Yoshida River on Shodo Island, Kagawa Prefecture, Ja-
pan, where Gymnogobius petschiliensis was collected.
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尾島（1977）は小豆島から “ウキゴリ ”を記録した．

しかし，記録された年代ではウキゴリ，スミウキゴリ，シ

マウキゴリの 3種が明確に区別されておらず、再検証可能

な材料がないため，尾島（1977）が実際どの種を記録した

かは不明である．四国の瀬戸内側からはウキゴリとスミウ

キゴリの分布が知られている（Harada et al. 2002）．したがっ

て，尾島（1977）の “ウキゴリ ”はそのいずれの可能性も

考えられる．小豆島からはほかにウキゴリやスミウキゴリ

の報告はなく，両種とも確かな記録はなかった．今回記載

した標本は小豆島におけるスミウキゴリの確かな記録とな

る．
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